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魅力いっぱい！私の学校

V　Ｏ　Ｉ　Ｃ　Ｅ

手
打
小
学
校

創
立
１
３
８
年　

校
訓｢

や
さ
し
い
子　

か
し
こ
い
子　

た
く
ま
し
い
子｣

　本校は､ 手打貝塚や津口番所跡､ トシドンなど古い歴史と
伝統文化に恵まれた地にある伝統ある学校です。｢豊かな心と
たくましい体を持ち、基礎的・基本的事項を身に付けた、実
践力のある子どもの育成を図る｣ことを学校教育目標として､
地域の持つ教育力を生かしながら教育活動を進めています。

手打小学校

　

本
校
は
、
甑
島
列
島
下
甑
島
の

南
端
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
校
区

内
に
は
手
打
浜
を
は
じ
め
、
佐
野

浦
海
岸
、
釣つ

り
か
け掛
崎ざ

き

灯
台
な
ど
素
晴

ら
し
い
景
観
が
あ
り
ま
す
。
本
年

度
か
ら
子
岳
小
学
校
が
統
合
さ
れ

校
区
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

全
校
児
童
は
55
人（
男
子
24
人
女

子
31
人
）で
、
明
る
く
伸
び
伸
び
と

学
習
や
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

【
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
実
践
】

①
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進

　

み
ど
り
の
時
間
で
は
、
全
校
児

童
と
全
職
員
で
土
づ
く
り
や
花
植

え
、
花
壇
の
草
取
り
を
し
、
学
校

を
花
い
っ
ぱ
い
に
し
よ
う
と
み
ん

な
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

②
あ
い
さ
つ
が
あ
ふ
れ
る
学
校

　

子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
に
は
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
協
力
し
て
作
成
し
た
児
童

の
あ
い
さ
つ
標
語
が
掲
示
し
て
あ

り
ま
す
。
全
児
童
が「
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
誰
に
で
も
笑
顔
で
あ
い
さ

つ
」が
実
践
で
き
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す
。

③
作
文
の
学
校　

　

週
３
回
の
手
打
タ
イ
ム（
15
分

間
）で
は
、
行
事
作
文
や
詩
を
書
き
、

表
現
力
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
ラ
ジ
オ
や
新
聞
に
本
校

児
童
の
作
品
が
た
く
さ
ん
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

④
ふ
る
さ
と
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　
ン
科
の
推
進

　

ふ
る
さ
と
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
科
で
は
、
地
域
の
人
材
を
活
用

し
た
体
験
活
動
の
推
進
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
櫓ろ

こ漕
ぎ
体
験
」で
は
、
地

域
の
方
に
櫓
漕
ぎ
を
通
し
た
昔
の

生
活
の
様
子
を
聞
い
た
り
、
和
船

に
乗
り
、
漕
ぎ
方
を
教
え
て
い
た

だ
い
た
り
し
ま
し
た
。「
手
打
ば
や

し
講
習
」で
は
、
踊
り
方
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
誕
生
し
た
経
緯
に
つ

い
て
も
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
校

区
に
は
豊
か
な
自
然
や
伝
統
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
学
び
、

地
域
の
方
々
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、

ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
も
ち
、｢

十
五

の
島
立
ち｣

の
と
き
、
新
し
い
場
で
力

を
発
揮
で
き
る
子
を
育
て
て
い
ま
す
。

”花
と
あ
い
さ
つ
と
作
文
の
学
校
“

溝
みぞぐち

口 　学
まなぶ

 校長
川内

東郷

樋脇 入来

里
上甑

鹿島

下甑 祁答院

手打小学校
（下甑町手打）

手打幼稚園児も一緒に「読書集会」 ＰＴＡによるあいさつ標語看板作成

櫓漕ぎ体験 アクアスロン大会で披露した「手打ばやし」 みんなで緑化活動

※

※ 

甑
島
の
子
ど
も
た
ち
は
中
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
進
学

の
た
め
に
島
を
離
れ
ま
す
。

本のチカラ　図書館の魅力

行
こ
う
よ
図
書
館
へ

行
こ
う
よ
図
書
館
へ

　

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
・
幼
稚
園
・

社
会
福
祉
施
設
な
ど
、
市
内
本
土
地
域
の
公

共
的
団
体
を
対
象
に
、
申
し
込
み
に
応
じ
、

映
画
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を
職
員
が
訪
問
し
上
映

し
ま
す
。

　
　
　
　

　
　

　

毎
月
、
小
学
生
以
下
を
対
象
と
し
た｢

子

ど
も
映
画
会｣

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
・
上
映
作
品
な
ど
は
広
報
紙
な
ど
で
、

随
時
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
12
月
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
版
と
し
て｢

冬
休
み

　

こ
ど
も
映
画
会｣

を
次
の
と
お
り
実
施
し

　

ま
す
。

【
時
】＝
12
月
22
日（
土
） 

▼
午
前
の
部
＝
10
時
〜
12
時

▼
午
後
の
部
＝
14
時
〜
16
時

【
所
】＝
中
央
公
民
館
３
階　

和
室

【
内
容
】＝
子
ど
も
向
け
映
画
の
上
映

【
定
員
】＝
50
人

【
入
場
料
】＝
無
料

　

市
民
を
対
象
と
し
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

使
用
実
践
講
座
や
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
編
集
講

座
な
ど
各
種
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
内
に
は
次
の
講
座
を
実
施

し
ま
す
。

　

中
央
図
書
館
内
に
併
設
さ
れ
て
い
る｢

視

聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー｣

で
は
、
学
校
教
育
や

社
会
教
育
に
お
け
る
視
聴
覚
教
育
の
振
興
を

図
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

  

　　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
な
ど

の｢

視
聴
覚
機
材｣

、
理
科
、
社
会
な
ど
学
校

教
育
や
防
災
、
消
費
生
活
、
い
じ
め
対 

策
な

ど
社
会
教
育
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
分 

野
の

ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の｢

視
聴
覚
教  材｣

の

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
す
る
際
は
、
必
ず
事
前
に
電
話
で
機

材
・ 

教
材
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊ 

機
材
・
教
材
の
一
覧
は
各
学
校
、
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
ホ
ー
ム             

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

＊ 

学
校
教
育
・
社
会
教
育
関
係
以
外
の
団
体      

で
も
、教
育
目
的
で
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

座
な
ど
各
種
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
内
に
は
次
の
講
座
を
実
施

座
な
ど
各
種
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
内
に
は
次
の
講
座
を
実
施

座
な
ど
各
種
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
内
に
は
次
の
講
座
を
実
施

し
ま
す
。

　今は無人の廃屋にすむ、人
の頭を付けた鳥。この奇妙な
生き物は私の姉だ。ある日、
私は同じクラスの尾崎から呼
び出されて…。

　町の中に、家の中に、犯罪
の種は眠っている。普通の町
に生きるありふれた人々にふ
と魔が差す瞬間などを見事に
とらえ、現代の地方の姿を鋭
く衝く全５編を収録

　ぼく、ママを探しているの。
神さまがね、生まれていい
よって言ってくれたから…。
かけがえのない命の誕生を喜
びあう物語です。

　秋の夕暮れ、ママと一緒の
買い物帰り、アストンは冷た
い水たまりの中にある石を見
つけ、かわいそうになり、こっ
そりとママの買い物袋に入れ
て…。

絵 本 一 般 書

鍵のない夢を
見る
辻村　深月　著

（文藝春秋）

うまれてきて
くれてありが
とう
にしもと　よう　文
黒井　健　絵

（童心社）

アストンの石
ロッタ・ゲッフェ
ンブラード　作
菱木　晃子　訳

（小峰書店）

下
甑
分
館
か
ら
今
月
の
お
す
す
め
本

鳥のうた、魚
のうた
小島　水青　著

（メディアファク
トリー）

◎機材・教材◎

市
立
図
書
館
の

　
　
年
末
・
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

■
中
央
図
書
館
＝

▼
12
月
31
日（
月
）は
17
時
で
閉
館

▼
平
成
25
年
１
月
１
日（
火
）は
終
日
休
館

＊
薩
摩
川
内
市
民
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
自
主

　

事
業
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

■ 

各
分
館
＝
12
月
29
日（
土
）〜
平
成
25
年
１
月

　

３
日　（
木
）は
終
日
休
館

【
時
】＝
平
成
25
年
１
月
20
日（
日
）10
時
〜
12
時

【
所
】＝
中
央
図
書
館
３
階　

研
修
室

【
内
容
】＝
16
ミ
リ
映
写
機
の
実
技
講
習
会

【
対
象
】＝
学
校
教
育
・
社
会
教
育
関
係
者
お
よ

び
自
治
会
関
係
者

【
定
員
】＝
先
着
５
人

【
申
込
締
切
】＝
平
成
25
年
１
月
７
日（
月
） 

【
時
】＝
平
成
25
年
２
月
３
日（
日
） ・
17
日（
日
） 

▼
午
前
コ
ー
ス
＝
９
時
〜
12
時

▼
午
後
コ
ー
ス
＝
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

【
所
】＝
中
央
図
書
館
３
階　

研
修
室

【
内
容
】＝
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
映
像
編
集
の
基
礎

を
学
び
ま
す
。

【
対
象
】＝
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
出
来
る
方

【
定
員
】＝
各
コ
ー
ス
先
着
２
人　

計
４
人

【
申
込
締
切
】＝
平
成
25
年
１
月
11
日（
金
）必
着

【
申
込
・
問
合
先
】＝
〒
８
９
５
‐
０
０
７
６

大
小
路
町
14
‐
５　

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

（
中
央
図
書
館
内
）

　
（
22
）３
５
４
２　
　
（
21
）１
２
８
９

｢

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー｣

っ
て
何
？

機
材
・
教
材
貸
し
出
し

出
張
映
画
会

各
種
講
座

定
期
子
ど
も
映
画
会 

16
ミ
リ
映
写
機

　
　
　
　
　操
作
免
許
認
定
講
座（
無
料
）

デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
編
集
入
門
講
座（
無
料
） 


